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なごやの大地を学ぶ会会報 no.38                     2024/02/01 

   愛知の大地のなりたち 8   基盤岩 1 

（１）地質構造区分と愛知県の基盤 

基盤岩とは，その地域における最も古い岩石をいい，愛知県周辺では

主に中生代（図 1）に形成された堆積岩や火成岩で，変成岩になってい

るものも多いです。同じ時代や同じような特徴を持つ岩体を区別して名

がつけられています（図 2）。 

日 本 列 島 の 地 質 は ， 東 北 日 本 （ northeast Japan ） と 西 南 日 本

（southwest Japan）に分けることがあります。愛知県は西南日本に属し

ます。その境界は，糸魚川静岡構造線と言われていましたが，フォッサ

マグナの内側や東側にも西南日本と同じ地下構造が分布していることが

分かり，棚倉構造線が境と考えられ，さらに現在は，「実質的には利根川  図 1 中生代年代区分 

構造線が地質学的境界」と考えられていま

す。また，西南日本は中央構造線*という大

断層によって，日本海側と太平洋側に区分さ

れます。そして日本海側を「内帯」（または

内側），太平洋側を「外帯」（または外側）と

呼びます。愛知県のほとんどは内帯に属し，

豊橋市や田原市は外帯に属します（図 2）。 

*中央構造線：中央構造線の活動は，中新世と第四紀

に起きました。図 2 に示される領家帯と三波川帯を

区切る中央構造線は古中央構造線とも呼ばれ，低角

で北に傾斜する逆断層（北側が南側に乗り上げる）

で，中新世の日本海が拡大するときにできたと考え

られます。活断層として有名な右横ずれ運動をする

新中央構造線は四国と紀伊半島に限定されています。     図 2 地質構造区分（諸資料から作成） 

本会誌 no.16 を参照してください。 

愛知県では，南側（外帯）から北に向か

って，秩父帯，三波川帯，領家帯，美濃

帯の順に並んでおり，領家帯が一番広い

面積を占めています。すべて付加体で基

本的には，北ほど古くなります。 

                          図 3 地質断面概略（堤，2014 を改） 

（２）ジュラ紀付加体の形成まで 

日本のもととなった地域（原日本）は南中国地塊沖の海底だったと考えられています。デボン紀

前期（約 4 億年前）には，南半球にあった原日本を伴った南中国地塊は北方へ移動します。石炭紀

末（約 3 億年前）までに，超大陸パンゲアができ，北半球では原日本を伴う南中国地塊をはじめ，
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多くの地塊が集まりました。徐々に北へ移動してきた原日本の

地域も，ペルム紀の間は，低緯度地域にあったようです。そこ

は，温暖な浅海であり，フズリナ・サンゴ群集が栄えました。

ペルム紀末にはその一部が日本に付加されます。2.4～2.3 億年

前のトリアス紀中頃，南中国地塊（7 億～10 億年前の年代を主

とする）が北上し，北中国地塊（18 億～20 億年前の岩石を主

とする）と衝突して，秦嶺—大別山—蘇魯縫合帯が形成されま

した。三畳紀後期までに縫合帯は山脈となり，超高圧変成帯が

上昇し始めます。大山脈は激しい浸食を受け，ジュラ紀前期に

は，衝突縫合帯からの大量の砕屑物が河川によって海溝沿いに

供給され（図 4 の破線が描かれた茶色の部分），これが付加体の  図 4 ジュラ紀前期の古地理図 

材料となって日本の前弧（プレートが沈み込むところにできる    （Isozaki et al.,2010 を改） 

火山が弧状に並ぶ地域の海溝側の海域）では広範な付加体が発達し始めました。ここがジュラ紀付

加体と呼ばれるところで，愛知県を含む日本列島の広範囲な土台となっています。その後，白亜紀

後期（約 8000 万年前）には海溝沿いに新たな巨大な付加体（四万十帯北帯）が形成されます。 

  

（２）美濃帯・秩父帯 

美濃帯は三畳紀末～ジュラ紀後期の付加体で，中部地

方東部～近畿に広く分布し，中国地方西部まで連続しま

す（図 2）。従来は，近畿地方のものを丹波帯，中部地方

のものを美濃帯，関東地方のものを足尾帯と呼んでいま

したが，現在は，まとめて丹波-美濃-足尾帯と呼ぶこと

が増えています。 

美濃帯の地質は，ペルム紀の海洋起源の石灰岩・火山

岩（緑色岩），ペルム紀～ジュラ紀の海洋起源のチャー

ト・泥岩，ジュラ紀の大陸起源の砕屑岩（礫岩･砂岩）

など，形成時期や岩相の異なるいろいろな岩石からできて  図 5 美濃帯のチャート（犬山市） 

います。そのため，地域や地層の特徴によりいくつかの「ユニット」に区分されています。大きく

みると，北側が古く，南側は新しくなる傾向があります。上麻生
か み あ そ う

礫
れき

岩
がん

中に約 20 億年前という年代

値を示す片麻岩礫が含まれていることが知られています。また，犬山市付近の木曽川河原にみられ

る赤色チャートは層状チャートと呼ばれ，チャートの中に薄い粘土層が挟まっています。粘土層が

つくられるのは放散虫の数が激減した時期とされ，赤色は当時の海水が豊富な酸素を含んでいたこ

とを示します。また，隕石
いんせき

衝突があった証拠も見つかっています。ジオサイトとしては，犬山市桃

太郎園地，寂光院，奥入鹿，定光寺，弥勒山，各務原市鵜沼，岐阜市金華山，本巣市和井谷（古生

代と中生代の境界が見られます）など多くの地域があります。詳しくは，村松（2019）や HP「資

料 美濃帯とジオサイト」https://nagoyadaiti.com/minotai/をご覧ください。 
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また太平洋側に見かけ上，独立して分布する秩父帯

は，断層のために見かけ上離れているだけ（構造的外

座地質体といいます）で，美濃－丹波帯と同一の地層

と考えられています（図 3）。 

秩父帯：房総半島から九州山地を経て沖縄本島までの

⾧さ 1,500km にわたって帯状に分布しています。埼玉

県の⾧瀞地方は『日本地質学発祥の地』として知られ

ています。堆積年代は石炭紀からジュラ紀で，主にジ

ュラ紀の付加体です。愛知県では，豊橋市～田原市に

分布し，主にチャート，泥岩，砂岩で，石灰岩，緑色    図 6 秩父帯のチャート（田原市） 

岩を伴います。愛知県では数少ない石灰岩（鍾乳洞）が見られる地層で，浜名湖の鍾乳洞に連続し

ています。石巻山や蔵王山の石灰岩からは，後期三畳紀のコノドント化石が報告されています。ま

た，浜松市浜北区の秩父帯からはジュラ紀中世末～新世前期の放散虫化石が見つかっています。メ

ランジュの形成はジュラ紀中世末ないしそれ以降と考えられています。愛知県内のジオサイトは，

石巻山，嵩山蛇穴，本坂峠，日出の石門，蔵王山，岩屋観音，葦毛湿原などがあります。詳しくは

村松（2019）をご覧ください。 

 

（３）領家帯 

領家帯は領家変成岩と領家花崗岩からできていま

す（図 2 の丹波・美濃・足尾帯の赤打点部）。西南日

本内帯の最も外側（南側）を構成する地帯で，南側

を中央構造線で限られ，北側は美濃－丹波帯に徐々

に（漸移関係で）変わっていきます。領家変成岩は

美濃帯の岩石が強く変成を受けた部分で，美濃帯と

の境界は黒雲母の出現・消滅する地点を結んだ境界

線とされています。変成作用の年代は約 1 億年前であ

り，最も高い温度で変成を受けたところは，分布の

中央より少し南の方にあって，南北で対称的になって   図 7 領家花崗岩（豊田市） 

いないのが特徴です。古中央構造線の活動が関係し

ていると考えられています。 

領家花崗岩類は，古期花崗岩類と新期花崗岩類に

分けられていましたが両者に大差はなく，領家花崗

岩や領家変成岩の年代は 8500 万年～1 億年前と考え

られています。詳しくは次号で紹介する予定です。 

 

（４）三波
さ ん ば

川帯
がわたい

 
三波川変成帯は白亜紀中頃（1.1 億～1.2 億年前）

の変成年代をもつ低温高圧型変成岩類で，九州西部か    図 8 三波川帯（豊橋市） 

ら関東山地まで断続的に分布が知られています。白亜紀最前期の付加体が原岩で，主に泥質・砂
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質・緑色片岩が見られます。近年，三波川帯の砂質片岩から後期白亜紀の砕屑性ジルコンが相次い

で見出され，三波川帯の大部分が後期白亜紀の付加体（四万十帯北帯に相当）を原岩とすることが

わかりました。三波川帯の一部を「四万十変成帯」と区分する考えも出されましたが，今は使われ

ません。三波川帯のような低温高圧型変成岩は沈み込み帯の地下深部で形成されます。そのような

深部で形成された岩石がどのようにして上昇してきたかは正確にははっきりしませんが，その原因

の一つとして，海溝に海嶺が沈み込んだという考えがあります。海嶺は軽いため，沈み込みによっ

て下から上昇させたとか，沈み込みによって，海嶺の部分でちぎれ，プレートの沈み込みの力であ

るスラブ（沈み込んだプレート部分）の引っ張り力が急減することによって，地下の変成岩が速く

上昇したという考えなどがあります。図 3 では三波川帯と四万十帯（北帯）はほぼ同時代のものと

して描かれています。ちなみに三波川帯の名称の由来となった群馬県南部の三波川は，四万十変成

岩分布域のみを流れているそうです。愛知県内のジオサイトには，新城市桜淵，吉祥山，伊良湖灯

台付近，新城市竹の輪，田原市笠山などがあります。詳しくは村松（2019）をご覧ください。 

 
（５）四万十

し ま ん と

帯 
四万十層群は，房総半島から九州山地南部を経て沖縄

本島までの⾧さ 1,800km にわたって帯状に分布する地層
群です。四万十帯は，おもに白亜系からなる北帯と，古
第三系～新第三系下部中新統からなる南帯とに分けられ
ており，日本の地表で見られる最も若い付加体です。四
万十帯は，南海トラフに近いところで付加し，フィリピ
ン海プレートからの圧縮力を受けたと推定されていま
す。 このため，地層は圧縮力による変形作用を受け（図
9），メランジェも多く見られます。愛知県内には分布し
ませんが，糸魚川静岡構造線より西側の赤石山脈に広く
分布し，東から瀬戸川層群，三倉層群，犬居層群，寸又    図 9 四万十帯（室戸市） 
川層群，白根層群，赤石層群などに分けられています。 

 
（６）三郡帯 

1980 年代頃から従来の三郡帯は蓮華帯（三郡蓮華帯）と周防帯，智頭帯の 3 つの変成帯に区別さ
れるようになり，2000 年代になると，蓮華帯と周防帯の 2 区分が提唱されています。愛知県内では
見られません。 
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